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講義計画

第１回　オリエンテーション　　乳幼児保健学実習を学ぶにあたって
第２回　健康状態の観察と記録　乳幼児の特性を把握し、健康状態を観察・記録し、家庭との連携をとる技能の習
得
第３回　身体測定の方法と評価　身体計測時の注意事項に留意し、体重・身長・頭囲・大泉門を計測し、記録と評
価
第４回　生理機能と評価　　　　体温・呼吸・循環・排泄・睡眠発達を把握し、測定法と記録・評価
第５回　精神、運動機能と評価　乳幼児の精神・運動発達機能を評価する方法と記録・評価する技能の習得
第６回　乳幼児の養護①　　　　乳幼児の抱き方、寝かせ方、衣類着脱、食事の与え方、歯みがきの実習
第７回　乳幼児の養護②　　　　身体の清潔法、沐浴実習
第８回　妊娠・分娩・母乳哺育　妊娠・分娩について学び母乳哺育の大切さを学ぶ
第９回　乳幼児の看護①　　　　主な症状に対する看護実習
第10回　乳幼児の看護②　　　　主な病気に対する看護実習
第11回　事故の対処と応急処置　乳幼児の事故に対処する技能の習得と応急処置に習熟する実習
第12回　心肺蘇生法　　　　　　心肺蘇生法の技能を修得
第13回　乳幼児の保育環境①　　保育施設の整備、設備の衛生を考える
第14回　乳幼児の保育環境②　　病気・事故の予防と対策を考える
第15回　まとめ

テキスト 小児保健実習　佐藤益子編著　ななみ書房

参考書

目的と概要
「乳幼児保健学」で学んだ理論をふまえ、保育所、乳児院などの児童福祉施設、あるいは幼稚園その他の保
育の場において実践できる応用能力と技術を習得する。

成績評価法 レポートによる評価（８０％）と平常点による評価（出席状況２０％）

開期 後期
月曜日3限
月曜日4限

授業テーマ
乳幼児の健康を理解し、保育の場において実践できる応用能力と技術を学ぶと共に、母性や父性を育てる。

科目名 乳幼児保健学実習

担当教員 田中　米子

配当 教福3(4213)
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